
福島県民の意見を聴く会について

資料２－１－２

再配布
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①原子力安全に不安、事故原因・影響も不明

②核廃棄物は将来世代に負担残す

③原子力開発は倫理的に適切ではない

④今脱原発か推進かを決められない、決めるべきでない

⑤安全対策を強化することでリスクを最小化できる

⑥時間とコストがかかる廃炉を着実に進めることが重要

⑦安全を担う人材と技術が必要である

⑧原子力平和利用国としての責務果たすべき

⑨国家安全保障のため核関連技術保有すべし

⑩原発の不良債権化や立地地域への影響を懸念

⑪再生可能エネルギーや新エネ開発、省エネこそ急ぐべき

⑫国際エネルギー情勢を注視し、いずれに偏らず多様化を進めるべき

⑬化石燃料の調達源多様化、戦略的活用が重要

⑭非化石電源である原発が重要

⑮電力の安定供給のためには原発必要

⑯温暖化対策にもっと積極的に取り組むべき

⑰温暖化対策は他国の動向を見極めつつ推進すべき

⑱温暖化対策は国外での実施に貢献すべき

⑲温暖化対策は重視する必要ない

⑳温暖化はしていない

㉑新産業や雇用創出の好機である

㉒経済への影響を見極めながら、エネルギーシフトすべき

㉓コストが上がり、経済に影響が出て、雇用が失われる

㉔エネルギー多消費産業の構造転換が必要となる

㉕今でも電気は足りている

即ゼロ

段階的にゼロ

その他・不明

支持シナリオ別の立脚理由

※事務局の整理分類による

即ゼロ 段階的にゼロ 15シナリオ 20～25シナリオ その他・不明

会場アンケート 53(90)  6(10) 0 0 41
※（）内は「その他・不明」の人を除いた場合の比率。
※福島県民の意見を聴く会では、意見表明者はシナリオごとの募集としていない。

福島県民の意見を聴く会のシナリオ別支持率集計

（人）

原子力の安全確保と将来リスクの低減

エネルギー安全保障の強化

地球温暖化問題の解決

コストの抑制、空洞化防止

（単位：%）
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「福島県民の意見を聴く会」における声

• 昨年12月の原発事故の収束宣言から、大飯再稼働、規制庁人事、原発直下の活断層への対応など、一
連の政府の決定に対し、福島県民として侮辱された想い。

• 子どもに対する放射線の健康被害、影響に対し大きな懸念を持っている。

• 福島でこんな事故は最後にしてほしい。取り返しのつかない事態。福島事故を受けて、せめて原発ゼロを
決めることが責任の取り方。子どもたちの健康、安全のため、政府が応えてほしい。

• 原発ゼロと決め、そのためのハードルを越えていくべき。自然エネルギーの力を生かす。

• 震災後一歩も進んでいない。シナリオの議論よりも前に、事故を収束し、その原因を突き止め、その解決
から始めるべき。核のゴミの解決から始めるべき。

• 被ばく労働者の問題など、原発の負の側面をトータルで見るべき。原発は安くはない。

• 福島の想いと、福島の外の方とのギャップを埋めてほしい。福島の現実がわかれば、福島県外の方の意
見も変わるのではないか。

• 40年前の選択（福島原発の設置）の結果が今回の事故。子どもたちのため、未来のための選択を。

• 国も電力会社も専門家も福島県民と同じ状況で考えてほしい。即時に原発ゼロにしてほしい。

• なぜ原発なのかを、国には本音で語ってほしい。

※ 福島での意見表明者の意見表明の内容から、特に「福島県民の意見を聴く会」にて特徴的に聞かれた
内容について、事務局の文責でまとめたもの。

2


